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日本におけるパソコンを巡る戦い
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1.マイコンキットからパソコンへ

1-1.マイコンを理解するためのマイコンキット
・1974年 日本電気がインテル8080と互換性のあるマイコンを開発。
・市場は手探り状態。
キャッシュレジスターへの利用（機械式からＥＣＲへ）
技術者がマイコン自体を知らない時代。

・1976年 マイコンの販売促進のために
マイコンの教材をマイコン
販売部が開発・発売。

TK-80 (Training Kit 80)
￥88,500

秋葉原にサービスルーム
Bit-INN開設。

出典：http://web.kyoto-inet.or.jp/
people/s-oga/cat1/index.html
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1-2.予想外の展開を示すTK-80

・技術者向けに販売する予定が、予想外に学生や一般の人に売れ、
月産200台が1,000台に。最終的に70,000台を販売。

・個人に売れたために発生した問題
電源がない。
記憶容量512バイト
機械語のみ
表示はLEDだけ。

・他社がTK-80用製品を発売
電源、メモリ、インタフェース回路
雑誌「I/O」「ASCII」が創刊。
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・1977年 TK-80BSを発売。BASICが利用可能にするための
部品をまとめたもの。

・1978年 TK-80とTK-80BSを組み合わせたCOMPO BSを販売

出典：http://web.kyoto-inet.or.jp/people/s-oga/cat1/index.html
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1-3.各社の動き
・1977年 ソードを設立。M200を発売。

パナファコム マイコンキット LKit16発売。
日立 トレーニングキット H68TR発売。

出典：http://web.kyoto-inet.or.jp/people/s-oga/cat1/index.html
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・1978年 日立 ベーシックマスター 発売。
モトローラ6800互換CPU
BASIC言語搭載
家電部門が開発・販売。

シャープ MZ-80K
Z80 CPU
セミキット
電子部品事業部が開発・販売。

ソード 簡易言語PIPS発売。

出典：http://web.kyoto-inet.or.jp/people/s-oga/cat1/index.html
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2.８ビットパソコンとBASIC
2-1.PC8001のヒット
・1979年 日本電気 PC-8001を発売。

マイコンキットではなく、
パソコンとして設計。
Z80互換CPU、メモリ16KB
インタフェース：
カセットテープレコーダ
8色カラー／白黒ディスプレイ
プリンタ
マイクロソフト社製BASIC搭載
¥168,000

・マイクロコンピュータショー’79で
大反響。
・月産2000台の目標を超え、

3年間で25万台のベストセラー。
出典：http://web.kyoto-inet.or.jp/people/s-oga/cat1/index.html
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2-2.日立とシャープ
・日立 ベーシックマスター レベル２発売。

BASICの機能拡張

・シャープ MZ-80C 発売。
MZ-80Kは組み立てキット。
MZ-80Cは完成品。

出典：http://web.kyoto-inet.or.jp/people/s-oga/cat1/index.html
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2-3.８ビットパソコンの展開
・1980年 沖電気 if-800を発売

日立 ベーシックマスターレベル３発売。
シャープ MZ-80K2、DUを発売。

出典：http://web.kyoto-inet.or.jp/people/s-oga/cat1/index.html
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・1981年 シャープ MZ-80Bを発売。

富士通 FM-8を発売。

日本電気 N-5200/05パーソナルターミナルを発売。
端末装置事業部が開発。
8086（16ビット）を搭載。独自OS PTOS搭載。

PC-8801を発売。
電子デバイス部門が開発。
PC-8001の上位機。日本語処理の強化。ビジネス用。

PC-6001を発売。
新日本電気が開発。
PC-8001の下位機。ホビー用。

松下電器 JR-100を発売。

三菱電機 MULTI16を発売。
8088（16ビット）、CPM/86を搭載。
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富士通 FM8

出典：http://web.kyoto-inet.or.jp/people/s-oga/cat1/index.html

http://jp.fujitsu.com/museum/products/img/pc/fm8.html
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出典：http://www.sofarts.com/oldnewimg/computer/hardware/catalog/n5200-05a.jpg
http://contest.thinkquest.gr.jp/tqj1999/20204/ja/history/chapter3.html#3
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出典：http://web.kyoto-inet.or.jp/people/s-oga/cat1/index.html
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2-4.BASICをROMに搭載

・電源を入れるとBASIC言語が使える。
・ROMにBASIC言語を焼き付ける。
・MZ-80はクリーンコンピュータ。
カセットからBASICをロード。

・アプリケーションプログラムはBASICで書かれる。
・機種間で互換性のないBASIC

・日本の8ビットパソコンではOSが利用されない。
CP/Mも広まらず。
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3.１６ビットパソコンにおける戦い

3-1.巨人PC-9801
・1982年 日本電気 PC-9801を発売。￥298,000
・8086CPU、メモリー128KB、

640×400ドット8色カラー

・PC-8001,8801と互換性を持つBASIC。
マイクロソフトに8ビットと互換性の
あるBASIC供給を断られ、自社開発。

8ビット時代のソフトがそのまま動く。
高速PC-8801マシン。

ソフトウェアロックインでユーザを
獲得。

出典：http://www.atmarkit.co.jp/fsys/pcencyclopedia/
001jp_pc_history01/jp_pc_hist02.html
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・情報処理装置部門が開発。

・サードパーティソフトの充実に努力。
プロトタイプを貸し出し。早期移植を推進。
自社製ソフトよりも、他社製ソフト開発を促進。
ソフトの品揃えで他社パソコンを圧倒。

・CPM-86と、MS-DOSの両方を提供。
その後、IBMの動向からMS-DOSに一本化。

・漢字ROMの搭載、日本語プリンターの発売。

・以降、毎年性能アップを図った新機種を発売。
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3-2.企業向けに絞ったIBM5550

・1983年 日本IBM マルチステーション5550を発売。
・8086CPU、メモリー256KB、FD3台か8MBディスク、

1024×768ドットディスプレイ、24ドット日本語
・「1台3役」がキャッチコピー。
日本語オンラインターミナル（3270エミュレーション）
日本語ワープロ
パソコン（MS-DOS)

・日本IBMが独自に開発。
本体は松下電器、キーボードはアルプス電機、プリンタは沖電気

・IBM PCとの互換性なし。
日本語処理のために、IBM PCベースでは開発できなかった。
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・汎用機を販売している自社営業マンや、企業向け特約店から販売。

・TVコマーシャルも初めて活用したが、個人向けには価格も高く、
PC-9801にはかなわなかった。

・既存の3270ターミナルのリプレースで導入されたものも多い。

出典：http://www.atmarkit.co.jp/fsys/pcencyclopedia/002jp_pc_history02/jp_pc_hist03.html
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3-3.一社に複数系列のパソコン
（１）日本電気

PC-9801 N5200
情報処理装置部門が開発 端末装置部門が開発
（電子デバイス部門から引継ぎ）

MS-DOS PTOS

出典：http://www.atmarkit.co.jp/fsys/pcencyclopedia/
001jp_pc_history01/jp_pc_hist02.html

出典：http://www.sofarts.com/oldnewimg/computer/
hardware/catalog/n5200-05a.jpg
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（２）富士通
FM16β F9450

マイコン部門が開発 パナファコムが開発
MS-DOS 独自OS

出典：http://jp.fujitsu.com/museum/products/
img/oc/facom9450-modeld.html

出典：http://jp.fujitsu.com/museum/products/
img/pc/fm16beta.html
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（３）日立
B16 2020

マイコン部門が開発 情報処理装置部門が開発
MS-DOS 独自OS

出典：http://web.kyoto-inet.or.jp/people/s-oga/cat1/b16ex.jpg
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なぜ、一社で複数系列のパソコンを開発・販売したのか？

＜考えられる理由＞

・マイコンを大量販売、大量消費するための道具としてパソコンを開発
した電子デバイス、マイコン部門。
・電子デバイス、マイコン部門には、独自OSを作成するようなソフト
ウェア技術力がない。
・だから、米国でデファクトスタンダードになっているMS-DOSを移植。
・個人ユースをターゲット。

・パソコンを小型オフコン、インテリジェントターミナルに位置づけ
ようとした情報処理部門
・既存のオフコン、ターミナルとの互換性を重視し、独自OSを開発。
・企業ユースをターゲット
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・二重投資の発生。投資効率の低下。
・独自OSの維持管理負担。

・PC-9801のビジネス分野への浸透。
・IBM5550もMS-DOSに1本化。

MS-DOS上の3270エミュレータ、日本語ワープロソフトを
サードパティが開発

・世界的にMS-DOSがデファクトスタンダード化。

MS-DOSマシンに一本化
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3-4.巨人PC-9801への対抗策
（１）ラップトップコンピュータ

・1986年 東芝 J-3100を発売。
・ノート型パソコンの原型。

・IBM PC/AT互換機
・80286CPU、640KB

10MBハードディスクまたは、
フロッピーディスク2台
640×400ドットプラズマディスプレイ

・日本に先立ち、1985年にT-1100を
ヨーロッパ・米国で発売。

・1989年 国内初のノートＰＣ
「DynaBook(J-3100SS001)」を発売。

100万台出荷。

DynaBook(J-3100SS001)」
出典：http://www3.toshiba.co.jp/pc/museum/
history/hi_89.htm
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（２）PC-9801互換機路線

・1987年 セイコーエプソンがPC-9801互換機 PC-286を発売。
・PC-9801シリーズ用ソフトウェアや周辺装置を活用。
・高性能、低価格でPC-9801に対抗。

・日本電気から知的所有権問題で訴えられ、
当初予定していた互換ROMBASICをはずし、
発売が2ヶ月間遅れる。

・日本電気から知的所有権問題で訴えられる
可能性、PC-9801アーキテクチャの性能的
な限界も見え始め、他社は互換機路線に参
入しなかった。

出典：http://www.vc-net.ne.jp/~epsonpc/epson/286std.html
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（３）AXパソコン

・1987年 AX協議会設立。
・IBM PC/ATアーキテクチャをベースに、日本語キーボード、日本語表示
機能を持ったグラフィックカードを付加した仕様のパソコンを制定。

・海外の豊富なソフトウェアの移植を容易にできる仕様。
・業界標準仕様として、PC9801に対抗したいとの考え。

・三洋電機、三菱電機、シャープ、京セラ、キヤノン、日本エイサー
などが参加。
・富士通、日立は不参加。

・PC9801の持つソフトウェア資産にまさる魅力を引き出せずに終わる。
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3-5.巨人PC-9801に勝利したDOS/VとWindows

（１）DOS/V

・1989年 IBM DOS J4.0/Vを発売。通称DOS/V。
・日本語表示や日本語印字をROMを使用せずに、ソフトウェアで行う
基本ソフトウェア

・日本語表示のためのROMを搭載していることが、海外パソコンとの
ハードウェア上の大きな違い。
・海外の安価なパソコンは日本語表示ができず使用できない状態。
・パソコン鎖国の原因
・PC9801一人勝ちの要因。

・DOS/V上で稼動するソフトウェアがほとんどなく、PC-9801の
ソフトウェア資産に勝てない状態。
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・1991年 日本IBMがスポンサーになりDOS/Vを推進する組織
「OADG PCオープン・アーキテクチャ推進協議会」
を発足。11社が参加

・1992年 コンパックが日本でパソコンを販売。¥128,000。
PC-9801シリーズの半額。
「コンパック・ショック」

デルやゲートウェイなど海外パソコンメーカーの日本進出。
パソコン鎖国の解放。

富士通がDOS/V採用を決定。

・1993年 富士通 DOS/V対応FMVシリーズ発売。
自社アーキテクチャのFMRシリーズをやめる。
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（２）MS-Windows3.1

・1993年 日本語対応MS-Windows3.1発売。

・PC-9801の豊富なハードウェア・ソフトウェア資産がネックに。
PC-9801機種依存のハードウェアやソフトウェア
MS-Windows環境への移植が必要。

・IBM PC/AT互換機も、ソフトウェアの移植が必要。
・同じ立場に立たされたPC-9801。ソフトウェアロックインがはずれた。

・移植は、IBM PC/AT互換機の方が容易。
MS-Windowは米国で次の前提で開発されたものだから。
ハードウェア IBM PC/AT
OS MS-DOS

・周辺機器、ボードもIBM PC/AT互換機の方が有利。
海外製の安価で高性能のものが利用可能。
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（３）Windows95フィーバー

・1995年 Windows95発売。
・MS-DOSを必要としないWindowsベースのOS。

・米国で発売4日間で１００万本を発売。
・日本でも発売日の午前零時に長蛇の列。
・パソコンブーム。秋葉原の家電量販店はパソコンショップに衣替え。

・企業でも一人1台のパソコン導入を急ぐ。
・サラリーマンが家庭で自習するためのパソコン。

・Windows95がデファクトスタンダードになり、IBM PC互換機が
業界標準に。

・1997年 日本電気 PC98-NXシリーズを発売。
PC-9801アーキテクチャをあきらめ、IBM PC互換機路線に。
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